「あの日の授業－新しい憲法のはなし」
笠木透さんの作品に寄せて

関東学院大学教授  丸山 重威

あの日の先生は　輝いて見えた／大きな声で教科書を　読んでくださった
ほとんど何も　分からなかったけれど／心に刻まれた　あの日の授業


　「わが大地の歌」で知られるフォークシンガー、笠木透さんのコンサート「７０歳のラブソング」を聴きに行った。障碍者を支援する調布の「クッキングハウス」などの人たちが取り組んだ企画だ。会場は満員。暖かい雰囲気に包まれていた。
　会場で「私の子どもたちへ」と題した笠木さんの作品集のＣＤを買った。ここに紹介した「あの日の授業」は、この日は歌われなかったが、そのＣＤの中の一作品。日本国憲法が公布され、文部省が小、中学生に向けて副読本として作った「あたらしい憲法のはなし」の授業を歌っている。
　笠木さんは７１歳を超えたというから、きっと、この授業を受けていたのだろう。３節の歌の間に、「あたらしい憲法のはなし」の朗読が入る。
「そこで、今度の憲法では日本の国が、けっして二度と戦争をしないようにと、二つのことをきめました。その一つは、兵隊も軍艦も飛行機も、およそ戦争をするためのものはいっさい持たないということです…」
　笠木さんよりは五つ六つ若い私は、小学校に入ったのが１９４８年（昭和２３年）。新学制が昭和２２年からだから、まさに「新教育の落とし子」だが、朝鮮戦争が始まったのが３年生、サンフランシスコ条約が結ばれたのが４年生の秋。時代は、「逆コース」に入ったから、「あたらしい憲法のはなし」を学校で教わったことはない。大人になって復刻版で読んだ。しかし、この本は何度読んでも感動する。
　　　　×　　　　　　　　　　　×
　１年から４年までの担任だった加藤清市先生は、私の父と同年代だったが、いがぐり頭に国民服で教壇に立った。４年生で他校に転任になるとき、お別れ会に背広を着てきたのに驚いた。まだ若かったから、教え子を直接戦場に送った経験はなかったかもしれない。
　しかし、新教育に燃えていたのだろう。夏休みのテキストは先生も一緒に作ったといい、例題にクラスの子たちの名前が出てきたりした。勉強に行くための出張、と聞いたのは、いま思えば教研集会だったのかもしれない。何日か自習時間があった記憶もある。
　　　　　×　　　　　　　　　　　×
笠木さんの歌は、「あの日の先生は熱っぽかった」と歌う第２節に続いて、第３節には当時の教師たちの「教え子を戦場に送るな」の思いが込められている。

あの日の先生は　涙ぐんでいた／教え子を戦場へ　送ってしまった
自らをせめて　おられたのだろう／今ごろ分かった　あの日の授業


　この歌を聴いて、改めてはっとしたことがある。それは、「あたらしい憲法のはなし」では、この朗読のように、条文の第２項の「戦力の放棄」が先に来て、第１項の「戦争の放棄」が２番目に紹介されていることだ。
　よく知られているように、９条１項の「戦争の放棄」は、１９２８年のパリ不戦条約以来の文言で、国連憲章にも取り入れられたし、いまでは２０カ国以上の憲法に取り入れられている、という報告もある。しかし、第２項の「戦力の放棄」は、日本独自のものだ。
「あたらしい憲法のはなし」は力強くこういう。
　「しかし、みなさんは、決して心ぼそく思うことはありません。日本は正しいことを。ほかの国より先に行なったのです。世の中に正しいことぐらい強いものはありません…」
　　　　×　　　　　　　　　　　×
　いま、軍隊を持たない国が世界には数多くあり、戦争をしないで世界に尊敬される国として生きていくことが可能な時代が始まっている。事実、日本は、第九条で戦争ができないのだ、ということが国際的に広く評価され、認められてきている。これは、自民党議員になっている元軍縮大使の猪口邦子氏が国会で証言したほどだ。
　いま大切なのは、この９条の２つの条項に自信を持ち、その方向に向かって、少しずつでも歩み出していくことではないだろうか。いま世界に、米軍基地を攻撃しようという勢力はあるかもしれないが、日本を公然と攻める国はない。「専守防衛」の自衛隊には地雷もクラスター爆弾も要らないはずだ。
　「公務員志望ですが、自衛隊も受けようかと思います」と言ったゼミの学生がいた。いま、就職戦線は厳しい。「そうか…」といって、「自衛隊はとにかくとして、公務員になるのなら、勉強しなけりゃだめだよ」と言った。
　「教え子を戦場に送るな、というのは、こういうことか…」としみじみ思った。なぜか冷静で、「自衛隊なんか受けるんじゃない！」と強く言わなかった自分が、少しもどかしく、情けなかった。
　大学のキャリアセンターの掲示板には「自衛官募集説明会」のポスターが堂々と張られている。不況で自衛隊志望も増えるのかもしれない。
『マスコミ９条の会ブログ』から筆者の語了解を得て転載させていただきます








